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　　公表　　事業所における評価総括表（児童発達支援）

○事業所名

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数 (対象者数) ８世帯 (回答者数) ８世帯(100％)

○従業者評価実施期間

○従業者評価有効回答数 (対象者数) 6名 (回答者数) 6名

○事業者向け自己評価表作成日

令和 ６年 １０月 １日　～　令和 ６年 １０月 ３１日

チャイルドＳＰ花丘

令和 ６年 １０月 １日　～　令和 ６年 １０月 ３１日

令和 ６年 １1月 5日

＜結果＞

全世帯からご回答頂きました。まことにありがとうございます。

チャイルドSP花丘の発達支援は完全オーダーメイドです。個々の発達の課題に合わせ個別または小集団

（3人程度）で支援を行っています。就園、就学というライフステージにあわせた認知能力の向上支援も

行いますが、チャイルドSP花丘が尽力しているのは、現代社会を生きていく上で、くじけない、しなやかな

豊かな心を育てる社会的情動的スキル（非認知能力）の向上です。旺盛な好奇心や集中力、自己制御能力、

あるいは「できた！」という自己肯定感や有能感、頑張りどころで頑張れることができる力、または楽天的

であるという事。児童発達支援の時期に、自分を愛するという生涯において大切なスキルを身につけられるよ

う丁寧に関わり支援します。

○環境・体制について

現在、理学療法士1名、保育士1名、児童指導員3名全員が経験5年以上の職員であり、専門的実施支援にも

力を入れております。基本的に児童発達支援は個別性を重要視しているので大人数になる事はありません。

放課後等デイサービスと合同で支援をする際には、安全配置がとれる状況でご提案をしております。

○適切な支援の提供について

全ての項目においてほぼ100％「はい」のご回答を頂きました。今年度は３回家族イベントを実施する事が

でき、ご家族と一緒に時間を過ごす中で、共通理解が出来たような気がします。今後も開かれた事業所運営を

行い、関わり合いながら支援提供を行います。

○保護者への説明等について

「面談での言葉に力をもらっている」「親身に相談にのってくれる」「どんな時でも寄り添ってくれる」

等の相談に関するお言葉を頂きました。地域の身近な専門家として、専門的知見と愛情をもった目線で課題と

具体的手立ての提案を行います。また通信を楽しみにしているとのお声もありました。ありがとうございます。

○非常時の対応について

契約時に感染症及び災害時の対応マニュアルをお渡ししご説明しています。避難訓練においては、消防局

監修の元、年２回の訓練を行っています。今年度はわくわく探検隊フィートという長崎市少年消防クラブの

企画イベントに参加し地域消防団と交流しながら防災教育を行います。

○満足度について

全て100％「はい」のご回答を頂きました。大変嬉しく思います。

こどもの発達において、安心、信頼、楽しいの基盤がある事が最低条件だと考えています。今後も職員の

自己研鑽を怠らず、こどもたちと一緒に成長していけるよう邁進します。


